
猫谷池
ねこたにいけ

　猫谷池はﾚｵﾏﾜｰﾙﾄﾞへの進入路の西寄りの直下にあります。

　築造年代は定かではありませんが小津森池、西池等と同時期に造ら
れたものと考えられています。

　水源は城山及び猫山の間を流れる西谷川と猫山から流れる猫谷川の
水を源としていますが、山峡の池であるが故貯水量や受益面積に比べ
堤防の規模が大きいなどその建設費や維持管理に多大な経費を必要
としました。

　築造後繰り返し改修を重ねてきましが、最近では昭和56～６０年度にか
けて老朽ため池等整備事業で全面改修され池の安全も十分なものとな
りました。また、香川用水からの取水も可能となり用水の確保も十分でき
るようになりました。

貯水量；32,000㎥ 築造年代；不明　貞享三年（１６８６年）以前に存在


